
19 特別活動 1 / 12 

特 別 活 動 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ

組織的な授業改善の推進

～『指導と評価の一体化』の実現に向けてＳＳＥの視点を取り入れたホームルーム活動の実践～

(2) 研究のねらい

『高等学校学習指導要領(平成30年告示)解説特別活動編』(以下、『解説』という)には、「特別活動は

『なすことによって学ぶ』ことを方法原則とし，各学校において特色ある取組が進められているが，各

活動・学校行事において身に付けるべき資質・能力は何なのか，どのような学習過程を経ることにより

資質・能力の向上につなげるのかということが必ずしも意識されないまま指導が行われてきたという実

態も見られる。特別活動が各教科等の学びの基盤となるという面もあり，教育課程全体における特別活

動の役割や機能も明らかにする必要がある」(『解説』ｐ.６)と示されている。本部門では、特別活動

が教科等の学びの基盤となることから、特別活動の指導改善が進むことにより、各教科等の指導改善に

もつながると考える。また、評価の事例も併せて示すことで、各学校の指導と評価の一体化を目指す上

での参考になると考える。さらに、本研究では全クラス一斉に公開研究授業を行うことで組織的な指導

改善を図っている。その中で、１学年と３学年の事例を併せて紹介することで、各学校が生徒の実態や

身に付けさせたい力、指導の段階を踏まえ、特色ある教育活動に組織的に取り組む上での参考になると

期待している。 

２ 研究の内容及び方法 

本研究では、特別活動における資質・能力の三つの視点(「人間関係形成」「社会参画」「自己実

現」)から合意形成や意思決定を実践するホームルーム活動を行った。昨年度に引き続き、推進委員の

所属校の実態や身に付けさせたい力を踏まえて、「ＳＳＥ(Social Skills Education)」(以下、ＳＳＥ

という)をテーマに設定し、指導と評価の計画を作成した。柏陽高等学校の事例では、第３学年全クラ

スにて実施し、昨年度第２学年として実施した研究から発展させる形となった。新羽高等学校の事例で

は、推進委員が第１学年の担任教諭に指導内容をレクチャーし、公開研究授業は第１学年の各クラスで

担任教諭が一斉に実施した。

｟補助簿について｠ 

  日々の活動や様子を観察し、蓄積していく評価補助簿は、生徒の良さを積極的に読み取り、記録を

蓄積していくことで、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を育んでいく上でとても有効なツ

ールであると考える。生徒一人ひとりの活動の状況を把握すると同時に、学年や全校の教師が評価資

料を共有することができるため、共通理解を図り、学校の学年の教育方針を明確化して、生徒に対す

る多角的・多面的指導に資することができる。「目指す生徒の姿」の実現に向けた評価実践に補助簿

を活用することで、より具体化された指導と評価の一体化が実施できると考えている。 

３ 指導事例 

  推進委員のうち２名の所属校(県立柏陽高等学校・県立新羽高等学校)にて公開研究授業を実施した。 

(1) 事例１(県立柏陽高等学校)

ア 目指す生徒の姿

「グローバルリーダーとして、次代を担う人材」の育成を目指す。具体的には、将来の国際社会

でリーダーとして活躍する人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシ

ップを身に付けさせるとともに、豊かな人間性・社会性を育む。

イ 指導と評価の計画案

「ＳＳＥについて考え、学校(日常)生活での課題を見いだし自己実現に生かす」
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   (ｱ) 生徒(学校)の様子 

   生徒(学校)の様子：本校は「学力向上進学重点校」として、将来の国際社会でリーダーとして 

活躍する人材の育成を目指し、高い学力・コミュニケーション能力・リーダーシップを身に付け 

させるとともに、豊かな人間性・社会性を育むよう、「授業の工夫」「グローバル教育」「系統 

的進路指導」「生徒主体の行事運営」等を行っている。一方、学校生活を送る中で、学力は高い 

がコミュニケーションに「苦手意識」を持っている生徒や、さまざまな部分で協働したり、学習

と行事や部活動を両立したりすることに「疲れ」を感じている生徒も多く、ホームルーム教室ご

とに異なる課題もある。また、現状として３年生は大学入試をゴールと捉え、卒業後を見据えた

「自己実現」について考えることができず、大学入試への不安や緊張などから学校生活や生活リ

ズムが乱れ、後期に欠席や遅刻が増えてしまう状況が見られる。 

   (ｲ) 内容のまとまり 

     「ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画」 

   (ｳ) 議題 

     「自己実現に向けよりよい学校生活を送るために、ロールモデルについて関心を持ち、自分と比

較し、気付きを他者と共有する」 

(ｴ) ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力 

  〇自己実現に向け、多様な他者と協働するさまざまな集団活動の意義や活動を行う上で必要とな  

ることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。［知識及び技能］ 

〇自己実現に向け、集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、

合意形成を図り、意思決定したりすることができるようにする。［思考力、判断力、表現力等］ 

〇自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、

生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を

深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。［学びに向かう力、人間性等］ 

   (ｵ) 内容のまとまりごと評価規準 

     【ホームルーム活動(1)ホームルームや学校における生活づくりへの参画】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己実現に向け、ホームルーム

や学校、社会生活を向上・充実

させるために諸問題を話し合っ

て解決することや、他者を尊重

し協働して取り組むことの大切

さを理解している。 話合い活動

や合意形成を得るための手順や

活動の方法を身に付けている。 

自己実現に向け、ホームルーム

や学校、社会生活を向上・充実

させるための課題を多角的に見

いだしている。 課題を解決する

ために話し合い、 多様な意見を

生かして合意形成を図り、協働

して実践している。 

 

当事者として、自己実現に向け

多様な他者と積極的に協働しな

がら日常生活の向上・充実を図

ろうとしている。 他者への尊重

と思いやりを深めて互いのよさ

を生かす人間関係を作ろうとし

ている。 
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(ｶ) 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす①】  

学校(日常)生活について振り返り、

グループワークの中でロールモデル

を設定する。 

○ねらい  

 受験を前に受験と卒業後になりたい

自分(イメージ)に向けて、ロールモ

デルと自分を比較し今の自分にある

もの、足りないものが何かを考え

る。 

○活動  

・スライドを用いた説明(全クラス

Google Meet)を聞き「自己実現」

「ロールモデル」について考える。 

・グループを作成し、今自分にあるも

の、足りないもの(行動)をロールモ

デルと比較し検討する。 

・グループ内で「自己実現」に向けた

行動のテーマを決める。 

(決めたテーマを今後の日常生活で実

践する。) 

・授業内容を振り返り、Google フォ

ームにまとめ回答する。 

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めにロールモデル

の理解を通じて、

諸問題を話し合っ

て 解 決 す る こ と

や、他者を尊重し

協働して取り組む

ことの大切さを理

解することができ

ている。 

 

・ホームルームや学

校、社会生活を向

上・充実させるた

めのロールモデル

の理解を通して、

自己や集団の課題

を多角的に見いだ

している。 

  

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす②】  

 自己実現に向けて実践したことを振

り返り次回のスピーチへつなげる。 

○ねらい  

自己実現について実践したことを評

価し、学校(日常)生活に変化はあっ

たか振り返り検証し、次回の授業に

つなげる。 

○活動  

・自己実現に向け、決めたテーマを日

常生活で実践した内容について、授

業スライドを参考に評価を行う。 

・グループ内で個人の気付き等をワー

クシートにまとめ、次回の発表でク

ラス内へ共有する準備を行う。 

・授業内容を振り返り、Google フォ

ームにまとめ回答する。 

・多様な他者と協働

するさまざまな集

団活動の意義や、

活動を行う上で必

要となることにつ

いて理解すること

ができている。 

  

 

・当事者として、多

様な他者と積極的

に協働しながら日

常生活の向上・充

実を図ろうとして

いる。 
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ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
３ 

【テーマ：学校(日常)生活での課題を

見いだし自己実現に生かす③】  

 自己実現に向けた実践をまとめ、他

者と共有し学校生活に生かす。 

○ねらい  

 自己実現に向けたロールモデルの設

定や実践後の気付きをクラス内で共

有し、今後の学校生活をより豊かに

するために課題解決を行い自己実現

に生かす。 

○活動  

・自己実現に向け設定したロールモデ

ルやこれまでの活動での気付きを、

クラス内で発表し共有する。 

・他者の発表を聞き今後の学校生活に

生かしていきたい内容を中心に振り

返り、Google フォームにまとめ回

答する。 

 ・話合い活動や合意

形成を得るための

手順や活動の方法

を身に付けてい

る。 

 

・課題を解決するた

めに話し合い、 

多様な意見を生か

して合意形成を図

り、協働して実践

している。 

 

・他者への尊重と

思いやりを深め

て互いのよさを

生かす人間関係

を作ろうとして

いる。 

 (ｷ) 本時の展開(ホームルーム活動３) 

a 議題 

自己実現に向けよりよい学校生活を送るために、ロールモデルについて関心を持ち、自分と比

較し、スピーチを通して気付きを他者と共有する。 

b 本時における目指す生徒の姿  

・話合い活動や合意形成を得るための手順や活動の方法を身に付けることができている。 

・課題を解決するために話し合い、 多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践して 

いる。 

      ・他者への尊重と思いやりを深めて互いのよさを生かす人間関係を作ろうとしている。 

c 本時の展開 

 「自己実現に向けた実践をまとめ、スピーチを通して他者と共有し学校生活に生かそう」  

  生徒の活動 目指す生徒の姿 

導入 

(２分) 

①教師・学級委員より、本時の目標・授業内

容の説明を聞く。(本時は教師のみでなく

学級委員による主体的な授業運営) 

○教師・学級委員による説明を聞き、スピーチに向

け合意形成を行う意欲がある。 

(観察)【主体的に学習に取り組む態度】 

展開１ 

(３分) 

② 学級委員代表生徒によるスピーチ(Google 

Meet併用)を聞き、スピーチ内容から自己

実現に向けて自分の学校生活を振り返る。 

○教師・学級委員による説明を聞き、スピーチに向

け合意形成を行う意欲がある。 

(観察)【主体的に学習に取り組む態度】 

展開２ 

(40分) 

③これまでのＳＳＥの学習をいかし、学級委

員の指示により事前に決めた順番でスピー

チを行い、自己実現に向けた学びや気付き

を他者へ共有する。 

(目安１人１分×40人) 

○課題を解決するために話し合い、 多様な意見を

生かして合意形成を図り、協働して実践してい

る。(観察)【思考・判断・表現】 

○スピーチや合意形成を得るための手順や活動の方

法を身に付けることができている。(観察)【知

識・技能】 

 

終末 

(５分) 

④本時の振り返り・まとめ 

  学級委員より本時の活動の講評を聞き、こ 

れまでの学習内容を振り返り今後にいかし 

ていきたいことをGoogle フォームに回答 

し、フィードバックと合わせて送信する。 

(事後指導の際に活用) 

○学習内容を振り返り、他者の意見を取り入れるな

ど、お互いの良さを尊重し今後の学校生活に前向

きに取り組もうとしている。(Google フォーム)

【主体的に学習に取り組む態度】 
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研究実施校：神奈川県立柏陽高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月22日(火) 

授業担当者：小澤 卓明 教諭 

           

(ｸ) 評価 

     ・評価については、補助簿などを作成し個別に評価していく。以下評価補助簿(表１)の例と授業

時実際に記入されたもの(図１)を示す。 

 

○表１ ホームルーム活動２(評価補助簿)の例(抜粋)      

記載(評価)者                 

 

(特別活動：評価における評価者所感) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出
席
番
号(

1
-
4
0
) 

目指す生

徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

ホームルーム活動２ メモ 

知識 態度 

多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
集
団
活
動
の
意
義
や
、

活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。 

当
事
者
と
し
て
、
多
様
な
他
者

と
積
極
的
に
協
働
し
な
が
ら
日

常
生
活
の
向
上
・
充
実
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。 

1 生徒A       

2 生徒B       

3 生徒C       

4 生徒D    
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                 図１ 実際の評価補助簿の記載例 

 

(ｹ) まとめ(解説として) 

本事例では、昨年度研究テーマ「ＳＳＥ(ソーシャルスキルエデュケーション)」を発展させ、

「ロールモデルと自分の比較」を入口に、生徒一人ひとりが自分自身と向き合い、高校卒業後を見

据えた自己実現のための気付き(ヒント)を見つけ出し個々の進路に向けて活動する「課題解決型の

授業実践」を目的として行った。 

「指導と評価の一体化」に向けた授業計画に基づく授業実践や評価時に「評価補助簿の活用」、

「組織的な授業改善」に向けオンラインを併用した学年全クラス担任・副担任による同時進行など

研究テーマに合わせた授業方法、形態、評価方法の工夫を行った。特に評価においては、「評価補

助簿の活用」を主眼として、全クラス同様の方法(上記の(記載例)を参照)で担任・副担任が生徒の

様子を観察し、ホームルーム活動毎に指導と評価の計画に基づき観点別学習状況の評価を実施し

た。昨年度からの改善点として、生徒一人ひとりが１単位時間の目標や学習の見通しを持てるよう

に、また教師-生徒間の「指導と評価の一体化」の実現のため、ホームルーム活動１、２において

ワークシートを作成し、生徒一人ひとりの学習の成果を教師-生徒が把握し授業を進めることがで

きた。 

ホームルーム活動３の生徒の様子として、初めは緊張しながらも人前に立つと観衆を見ながら

堂々と自分の考えを話し、聞く側の生徒も集中し傾聴する姿勢ができていたため、どのクラスも安

心感のある雰囲気の中でスピーチが行われていた。また、クラスや学年を越えて教科担当等教師が

活動の様子を見守り、ホームルーム活動後に、３年の教師からは「今まで関わってきた中で更に生

徒の知らない一面を知ることができて良かった」という声や、他学年の教師から「柏陽３年生とい

う一つの完成した姿を見ることができて、今後の学級経営につなげたい」という声もあった。ま

た、ホームルーム活動を通した生徒の声として、「本気で本音を話せたことで自分を変えられたと

思う。みんなの知らない一面を知ることができてより近くなれたと思う。一人ではないのだという

気がして安心できた。」「みんなが将来に向けて考えていることや大切にしていることを聞ける機

会はとても素敵なものだった。私も自分のことを話すのは少し恥ずかしかったけれど、しっかり考

えて臨み、自信を持ち話すことができたためとても楽しかった。」など受験を前に自分自身に自信

を持ち前向きになることができたという生徒が多かった。一方で課題として、当日まで準備は進め

たものの人前で話すことに苦手意識のある生徒がうまく話すことができない場面も見られ、事後別

の機会を設けて話すなどフォローが必要な部分も見られた。 
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ホームルーム活動１、２において、自己実現に向けた「ロールモデルの設定」を通して、生徒自

身が「受験」がゴールでなくその先「どのような自分になりたいか」を考え、ホームルーム活動３

で今の自分自身の想いや考えを他者に共有することで、前向きに進路に向き合う時間が生まれ、生

徒の中で「自信」や「自己肯定感」の向上につながった。また、ホームルーム活動全体を通して、

教師のみでなく各クラス学級委員の生徒が主体となり授業を運営し、他者との話合いや考えの共有

を行う中で、学び合う態度や、認め合う態度に加え「他者理解力」「合意形成する力」「自己理解

力・自己分析力」を高めることができた。 

本研究の成果を学習指導要領(特別活動)の視点から考えると目標「(３)自主的，実践的な集団活

動を通して身に付けたことを生かして，主体的に集団や社会に参画し，生活及び人間関係をよりよ

く形成するとともに，人間としての在り方生き方についての自覚を深め，自己実現を図ろうとする

態度を養う。」と一致し、特別活動の根幹的な目標を達成しようとするものとなった。なお、昨年

度から継続した本研究の課題である「評価」について、研究では今後の進路活動に向けた面談の際

の資料として活用するなど「生徒理解」に生かすことができたが、各学校における「生徒に身に付

けさせたい力」と照らし合わせた上で「評価した内容をその後の活動へどう活用するのか」につい

て、生徒の実情に合わせ学年を超えて学校全体で考えていく必要がある。 

最後に、特別活動は、指導を通して担任の教師としての力量向上にもつながるため、教科指導に

もいかすことができる。学校全体での取組として定着させるため、内容については今後もカリキュ

ラム・マネジメントの視点も入れながら教科等横断的に検討していきたい。 

 

 

 

 

 

(2) 事例２(県立新羽高等学校) 

ア 目指す生徒の姿 

   ・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、多種多様な考え方の背景を理解し、 

異なる立場に立って考えながら合意形成の手順や活動の方法を身に付けている。 

   ・ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、異なる立場に立って考えながら課題 

を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊重した意見交換をしている。 

   ・ホームルーム及び社会の一員として、主体的に学び考え、自分の意見を相手に伝えようとするだ 

けでなく、他者と協働しながら意見をまとめ合意形成を図ろうとする中で、良好な人間関係を作 

ろうとしている。 

 イ 生徒(学校)の様子 

     本校は、一つの学年に約400人の生徒が在籍する大規模校であり、生徒の人間関係も日々変化 

しやすい様子が確認できる。他者への関心が高い一面もあり、いわゆる「人懐っこい」面が強い。

それゆえに、自他のコミュニケーション上の境界線が曖昧になり、上手な線引きができなくな 

ってしまう様子がうかがえる。 

異なる背景や考え方を持つ者同士のコミュニケーションに課題を感じ、そのストレスが原因で 

学校生活から遠のいてしまう生徒も少なくない。 

生徒がよかれと思って行った行動が、思わぬ形で他者へ影響してしまい、コミュニケーション 

がうまくいかない様子もしばしば確認できる。これらのコミュニケーションにおける諸問題に対

して、生徒の実情に合わせたＳＳＥプログラムが有効であると考えられる。 

  ウ 内容のまとまり 

    「ホームルーム活動(1) ホームルームや学校における生活づくりへの参画」 

  エ 議題 

「バウンダリー(境界線)について考える」 

バウンダリー(境界線)とは、自分に対して行動をとってくる他人に対して、合理的・安全・

許容可能な手法であるかを判別するために個人が作成する、ガイドライン・ルール・制約であ

り、自他のバウンダリーについて考えることは、対等な人間関係を築くために必要なスキルで

ある、と生徒に示す。 
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  オ ホームルーム活動(1)で育成を目指す資質・能力 

   ○ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、バウンダリー(境界線)やアサーショ 

ン(※)について理解し、自他のバウンダリーについて考える方法を身に付けている。【知識及び 

技能】 

   ○ホームルームや学校、社会生活を向上・充実させるために、異なる立場に立って考えながら課題 

を多角的に見いだし、多様な意見を取り入れながら相手を尊重した意見交換をしている。【思考 

力、判断力、表現力等】 

   ○多様な他者と積極的に協働しながら日常生活の向上・充実を図り、他者への尊重と思いやりを深 

めて互いのよさを生かす関係を作ろうとしている。【学びに向かう力、人間性等】 

※【アサーションについて】 

  アサーションとは、コミュニケーションスキルの一つであり、自分の気持ちを正直に伝えつ 

つ、相手を傷つけないで両者ともに納得できる話し方である、と生徒に示す。 

 

  カ 内容のまとまりごとの評価規準 

    【ホームルーム活動(1)「ホームルームや学校における生活づくりへの参画」の評価規準】 

  キ 一連の活動と評価 

時
間 

議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 
思考・判断・表

現 

主体的に学習に取

り組む態度 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
１ 

【テーマ：第１回ＳＳＥプログラム 

バウンダリーについて知り、自他

のバウンダリーに触れる】 

○ねらい 

バウンダリーという考え方につい

て理解し、自分のバウンダリーに

ついて考える。 

○活動 

他者のバウンダリーに触れ、自分

のバウンダリーとの差について考

える。 

・バウンダリーの

考え方を理解

し、自分のバウ

ンダリーについ

て考えている。 

 

 ・自分のバウンダ

リーは自分で決

めてよいことを

理解した上で、

線引きをしよう

としている。 

 

 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

ホームルームや学校、社会生活を

向上・充実させるために、バウン

ダリーやアサーションについて理

解し、自他のバウンダリーについ

て考える方法を身に付けている。 

ホームルームや学校、社会生活を

向上・充実させるために、異なる

立場に立って考えながら課題を多

角的に見いだし、多様な意見を取

り入れながら相手を尊重した意見

交換をしている。 

多様な他者と積極的に協働しな

がら日常生活の向上・充実を図

り、他者への尊重と思いやりを

深めて互いのよさを生かす関係

を作ろうとしている。 
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ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
２ 

【テーマ：第２回ＳＳＥプログラム 

バウンダリーを守るためのコミュ

ニケーションスキル「アサーショ

ン」を身に付ける】 

○ねらい 

アサーティブな考え方と、そうで

ない考え方の違いを理解し、自分

のバウンダリーを守り、他者のバ

ウンダリーを尊重するためのより

よいコミュニケーション能力を身

に付ける。 

○活動 

コミュニケーション事例を挙げ、

その際のバウンダリーについて考

え、他者と共有する。バウンダリ

ーを守るためにアサーティブな考

え方を用いて実践的に練習する。

アサーティブな考え方のポイント

を押さえ、その際に大切なことを

導き出す。 

・アサーティブな

考え方と、そう

でない考え方の

違いを理解して

いる。 

・アサーション

に つ い て 学

び、適切な活

用を試みてい

る。 

・バウンダリー

の衝突につい

て考え、他者

理解と自己理

解を通して、

よりよく社会

生活、学校生

活を送るため

の行動を考え

ている。 

・アサーティブな

考え方に基づい

て、他者の立場

を尊重して考え

よ う と し て い

る。 

 

  ク ホームルーム活動２「バウンダリーを守るためのコミュニケーションスキル『アサーション』を 

身に付ける」について 

     

   (ｱ) 議題「他者とのコミュニケーション事例を基に、アサーティブな考え方を用いて自分のバウン

ダリーを守り、他者のバウンダリーを尊重するためのコミュニケーションについて考える。」 

(ｲ) 本時における目指す生徒の姿 

     ・アサーティブな考え方と、そうでない考え方の違いを理解している。 

     ・アサーションについて学び、適切な活用を試みている。また、バウンダリーの衝突について 

考え、どのように自分を大切にしていくことが社会的なのかを考えている。 

     ・アサーティブな考え方に基づいて、他者の立場を尊重して考えようとしている。 

   (ｳ) 本時の展開(ホームルーム活動２) 

「アサーションを身に付けよう」 

 生徒の活動 目指す生徒の姿 

導入 

(３分) 

〇バウンダリーの概念について復習す

る。 

〇前時の学習内容が身に付いているかの確認を

し、日常生活に生きていたかを考えている。 

展開１ 

(５分) 

〇アサーションについて学ぶ。 

自身のコミュニケーションのタイプに

ついて考える。 

〇アサーションについての学習を自分ごととして

捉え、よりよい生活のために前向きに取り組ん

でいる。 

展開２ 

(10分) 

〇コミュニケーションの簡単な場面例か

ら、三つの基本的なアサーションを学

ぶ。それぞれの場面について４～５人

のグループで考える。(10分) 

a.「私メッセージ」 

b.「気持ち」を伝える 

c.「肯定的な言葉」で終える 

 

〇前時の学習内容を意識した上で、 

・アサーティブな考え方と、そうでない考え方

の違いを理解している。【知識・技能】 

・アサーションについて学び、適切な活用を試

みている。【思考・判断・表現】 

〇新たな意見や視点を自分に取り入れようとする

など、自分のバウンダリーを大切にし、他者の

バウンダリーを尊重する姿勢を重んじようとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】 
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展開３

(30分) 

〇人間関係の悩みに関して二つの具体的な 

場面例(図２)から、アサーティブな行動

について考える。(25分) 

〇Google フォームを用いて全体共有。(５

分) 

〇バウンダリーの衝突について考え、他者理解と

自己理解を通して、よりよく社会生活、学校生

活を送るための行動を考えている。【思考・判

断・表現】 

〇新たな意見や視点を自分に取り入れようとする

など、自分のバウンダリーを大切にし、他者の

バウンダリーを尊重する姿勢を重んじようとし

ている。【主体的に学習に取り組む態度】 

終末 

(２分) 

〇本時の振り返りを行う。 

 事後アンケートに回答する。 

 

 

 

〇学習内容を振り返り、自身の生活に活用できそ

うな点を見いだす。 

                         研究実施校：神奈川県立新羽高等学校(全日制) 

実 施 日：令和６年10月11日(金) 

授業担当者：袖本 風馬 教諭 

 

図２ 展開３で用いる二つの具体的な場面例 

       

  ケ  補足 

     本時の展開の基本的なルールは、次のとおりとする。 

       １．相手の意見を否定しない。(他者を思いやる) 

       ２．相手の気持ちを考え、相手の意見の背景を理解する。 

       ３．個々のバウンダリーは恒常的なものではなく、時と場合によって変化してもよいもの 

         と認識した上で相手の話を聞く。(この人はこういう人だと決めつけない) 

       ４．アサーティブな考え方を強く意識し、自分の気持ちや考えを適切に伝えようとする。 

          

  コ  評価補助簿について 

     評価については、補助簿などを作成し個別に評価していく。次の表２は補助簿の例であり、学 

年共通で用いることを想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面例１ 場面例２ 
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表２ 「バウンダリー(境界線)について考える」における補助簿の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ まとめ(解説として) 

本研究は、昨年度行った内容と同じテーマではあるが、昨年度は学年全体に対して講話を行う形

であったのに対して、今年度は「組織的な授業改善」という研究主題を踏まえ、１学年各クラスの

ＨＲ担任が各教室にて同時に授業を行う形を試みた。各担任が実際に授業をすることで、より組織

的・実践的な授業改善が期待できると考えた。なお、本研究では１学年で実践し、校務分掌に付随

する「いのちの授業」の一環として実施した。 

本校の生徒の状況として、夏季休業を経験し、文化祭という大きな学校行事を終えた中で、さま

ざまなコミュニケーションの壁に直面していると思われることから、10月に実施時期を設定するこ

とで、ＳＳＥをより自分事として捉えることができ、本研究がより効果的に作用するだろうと期待

した。 

高校生という多感な時期において、コミュニケーションスキルを高めることは、柔軟さや受容力

を高める上で必要性の高い活動であると考えた。本研究の目的は、ＳＳＥプログラムを実践するこ

とで、自分のバウンダリーを守るために有効なコミュニケーションスキル(アサーション)を知り、

人間関係や社会生活において課題を感じた時に活用できることである。特に、相手(他者)からの働

きかけにより自分のバウンダリーを保つことに困難を感じ、精神的ストレスを感じつつも対処法が

分からない生徒への一つのアプローチとして有効であると考える。授業者に対しては「人間関係に

係る諸問題をなくすための手立て」ではなく、諸問題が発生したときに「どのように向き合うか」

という点に焦点を当てた考え方を基にしているということを周知した上で実践してもらった。ただ

し、バウンダリーの考え方やアサーションはアプローチの一つであるため、授業の中で生徒と対話

をする際にこれらの考え方だけに固執せずに生徒の思いや考えに寄り添うことを指導上の留意点と

した。 

第１回ＳＳＥでは、本校での認知度が比較的低い概念であるバウンダリーについて触れることで、

生徒の自己決定力の育成と、他者理解への積極的寛容力、及び自己を許容する力を身に付けること

をねらいとし、授業では積極的にバウンダリーについて問いかける時間を設けた。また、受容力を

高めるための授業であるため、「断定的に他者のバウンダリーの良し悪しを決めることは望ましく

ない」などバウンダリーを考える際に留意しなければならない点を生徒と共有した。 

第２回ＳＳＥで行うアサーション実践では、高校生に起こりうる場面を２つ設定し、実際に自分

がその立場にあった場合どのようにアサーティブな考え方・行動をとるか考えた。しかし、直前に

出
席
番
号 

目指す生

徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

ホームルーム活動１ ホームルーム活動２ 
メモ 

知技 態度 知技 思判表 態度 

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
考
え
方
を
理
解
し
、
自
分
の
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。 

自
分
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
は
自
分
で
決
め
て
よ
い
こ

と
を
理
解
し
た
上
で
、
線
引
き
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
。 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
と
、
そ
う
で
な
い
考
え

方
の
違
い
を
理
解
し
て
い
る
。 

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
適
切
な
活
用
を

試
み
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
衝
突
に

つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
自
分
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
が
社
会
的
な
の
か
を
考
え
て
い
る
。 

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
他
者
の

立
場
を
尊
重
し
て
、
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

1 A             

2 B             

3 C             
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行ったアサーティブトレーニングの際にできていたことが、この活動内においては非常に再現度が

低く、生徒からは「アルバイトをやめる」「友達をやめる」「距離を置く」「帰る」等の短絡的な

回答が目立った。場面設定の難易度の高さや、設定時間の短さが原因と考えられるが、教職員向け

アンケートから「個人で考える時間を増やし、自分の考えとして落とし込んでからのすり合わせ活

動が有効ではないか」とあったことからも班活動の時間にこだわらず、時数設定を増やしてでも個

人作業の時間を確保することを考えてもよいだろう。 

授業のマニュアル化を進め、毎年１学年を担任する教師が滞りなく授業を実践できるように教師 

用ハンドアウトにタイムスケジュールを掲載し、それぞれのスライドのねらいを視覚的に理解でき

るようメモ書きを残すなどの工夫をした。加えて、昨年度の授業動画やスライドを用いて研修会を

行い、授業の具体的なイメージを持てるようにした。また、スライドやハンドアウトに関しては担

当する教師が自由に手を加えることができるよう編集の余地を残し、Google Classroomを用いて教

材データを共有することで教材をより「自分のもの」として扱ってもらえるよう工夫をした。この

点は各担当者から好評であった。 

また、昨年度に引き続き、今年度も事後アンケート(全３回)を行ったところ、第１回、第２回と

もに「授業で学んだ内容を生活の中で活用する機会があった」と答えた生徒が６割を超えているこ

とから、継続的な需要があることが分かった。そのことを踏まえ、昨年度からの変更点として、単

発的な催しではなく、学年行事として毎年行えるよう準備をすすめた。令和７年度の１学年でも継

続的に実施していくつもりである。 

 

 

４ まとめ 

  本研究にて報告した２校の公開研究授業では、共に担当した各学年の担任教諭の協力により円滑な公 

開研究授業の進行となったことから、一部の担当者だけでなく学年単位、学校単位と組織的に取り組む 

ことの重要性を本部門としては再認識した。また、昨年度と同じテーマを継続して扱うに当たって、柏 

陽高等学校については、同一学年において昨年度学習した内容から発展させることで、生徒の２年間の 

変容を見ることができた。同校の授業研究の今後の課題としては、１年生からの長期的な指導計画を立 

てることである。新羽高等学校については、推進委員が昨年度行った授業研究を第１学年の担任に託す 

ことで取組が広まり、より組織的な校内授業研究となった。 

特別活動は教科等の学びの基盤であるため、特別活動の授業改善を進めることで、教師の教科等の指 

導力の向上にもつながると、本部門は考えている。本研究事例を参考に、教師の担任及び教科担当者と

しての技量向上につなげていただくと共に、各学校で一丸となって生徒に身に付けさせたい力や実態を

踏まえたカリキュラム・マネジメントに努めていただけると幸甚である。 
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